
マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!
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ふるさとたより
久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !
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ふ
る
さ
とた

よ
り

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災でい
わき市内、特に沿岸地域は甚大な被害を受けました。
私たちは津波被災地域のコミュニティ再生や、地域
のみなさんの復興へ向けた取り組みなどを紹介す
るために、平成23年7月から毎月1回、久之浜・大久、
四倉、平、小名浜、勿来の各地区で「ふるさとだより」
を発行することになりました。
　このコーナーでは、「ふるさとだより」の各地区の
担当記者が、創刊から今までの6年間を振り返りま
す。次号では四倉地区担当記者が思いを語ります。

平成29年度いわき市総合防災訓練
実施のお知らせ

海あるき町あるき
江名の町再発見
日時／10月15日(日)
　　　9:00～
場所／江名港内

　昨年11月22日の津波警報は、早朝の発表となり、
市避難所班による避難所開設が避難者の到着後と
なった事例が発生しました。
　これを受け、早朝や夜間、休日の災害の場合、初
動時における地区住民を中心とした避難所開設・運
営の必要性が再認識されたことから、「地区住民を
中心とした、実践的な地域防災力の充実・強化」を
テーマに、市総合防災訓練を実施します。
◆開催日時
9月24日(日)　8:30～12:00
※三和・田人地区は9月30日(土)の同時刻に実施。
◆地区
平、小名浜、勿来、常磐、内郷、四倉、遠野、小川、好
間、三和、田人、川前、久之浜・大久（市内13地区）
※訓練の内容は地区によって異なります。
◆想定災害
9月24日（日）／午前8:30／震度5弱地震発生
・津波警報発表
・土砂災害警戒区域における土砂崩れ前兆現象発生
※前日の雨により地盤が
　緩んでいる状況を想定。

【問い合わせ】
市危機管理課　
☎0246－22－1242

少年・少女の消防署体験入隊が開催

お知らせ

空き家と住まいの
相談会
日時／10月15日(日)　
　　　13:00～16:00
場所／いわき・ら・ら・ミュウ
　　　2F研修室

住まいと暮らしの再建
相談会
日時／9月24日(日)　　
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／中央台公民館
　　　大会議室(1)(2)
定員／9組(各時間3組)

　

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

救助袋を利用して高さ12ｍから
滑り降りる児童

平成23年度創刊号の表紙 第8号久之浜・大久地区版表紙写真

第7号四倉地区版表紙写真

昨年11月5日に行われた、草野
小体育館での市総合防災訓練

署員の指導を受けながらポンプ
車の放水を体験

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

◆参加費無料。
◆申し込みは下記まで。
　当日受付も可。
【予約・問い合わせ】市住まい政策課
　☎0246-22-1178

　8月4日、今年で25回目となる「平成29年度い
わき市少年・少女の消防署体験入隊」が、市消防
本部と平市民運動場で行われました。市消防本部
の主催で、今年は市内の小学6年生の男女40名が
参加しました。
　参加した児童は4つの班に分かれて、「体験入隊
チャレンジクイズ」や、新聞紙を利用したスリッパ
作りに挑戦した後、「救助袋体験」「消防車による
放水体験」「水消火器による消火訓練」などの体
験コーナーを回りました。
　参加者は署員の説明を聞きながら、消防の仕事
や防災について理解を深めていました。

　8月15日、早朝から準備が進めら
れた小浜海岸での「左義長」。15本

の孟

宗竹に麦わらを巻き付け、住民など
が力を合わせて砂浜に立ち並べま

した。

また、8月1日からは、同時に行う盆
踊りに向けてお囃子の練習も実施。

昨年

復活した地域の伝統行事に、一丸と
なって取り組みました。（P7に関連

記事）

浜の夏祭り実行委員会浜の夏祭り実行委員会 四倉海岸でフラフェス四倉海岸でフラフェス 新盆供養盆踊り大会新盆供養盆踊り大会薄磯でスケボーフェス薄磯でスケボーフェス

勿来

平

小名浜

久之浜
大久

四倉

　浜に威勢良く響き渡る、男たちの声　浜に威勢良く響き渡る、男たちの声

さぎちょう

はやしそうだけ

もう

担当記者が振り返る
　　「ふるさとだより」のあゆみ
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HISANOHAMA
OHISA

地域とともに生きる

久之浜・大久

　8月13・14日、久之浜・大
久自安我楽継承会によるじ
ゃんがら念仏踊りの供養が
行われました。新盆を迎え
た地区内外の家40軒を２日
間かけて回りました。

　久之浜は震災で甚大な被害を受けま
したが、全国からの支援や協力で復興へ
向けて歩き出すことができました。「これ
からは地元の若者の手で町を盛り上げ
ていこう」との思いで実行委員会を立ち
上げ、平成26年には、50年ぶりに花火大
会と盆踊りを一緒に行いました。今年も
地域住民をはじめ、久之浜を応援してく
ださる県内外の方々の協力で、浜の夏祭
りが無事開催できて、ほっとしています。
　今後も震災で亡くなられた方への追悼
の花火と供養の盆踊りを行う祭りを継続
し、町に活気が戻るように皆で力を合わ
せ頑張っていきたいです。

　
平
成
25
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
石
川
県
内
灘
町
と
久
之
浜

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
。３
年
間
は
久
之
浜一小

の
児
童
が
内
灘
町
を
訪
れ
、昨

年
と
今
年
は
内
灘
町
の
児
童

を
久
之
浜
に
招
き
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
行

わ
れ
た
今
回
の
交
流
。焼
き
そ

ば
や
カ
レ
ー
を
自
分
た
ち
で
作

り
、漁
船
の
体
験
乗
船
や
じ
ゃ

ん
が
ら
、和
太
鼓
で
い
わ
き
の

伝
統
芸
能
に
触
れ
、平
の
七
夕

祭
り
も
見
学
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
の
交
流
に
つ
い

て「
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、大
人
も
交
え
た
地
域
間
交

流
を
目
指
そ
う
」と
い
う
発
展

的
な
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　７月30日、市海竜の里セ
ンターで第19回ニジマスつ
かみどり大会を開催。堰き
止められた川にニジマスが
放たれると、子どもたちは夢
中で魚を追いました。

地
域
間
交
流
を
目
指
し
て

内
灘×

久
之
浜
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

若い力で久之浜の町を盛り上げよう！

せ

　8月1日、横浜市立大の学
生と教員らが、サイエンスサ
マープログラムの一環で久
之浜を訪れ、綿の有機栽培
を進めている畑で雑草取り
などの作業を行いました。

お盆のじゃんがら供養 ６年目のオーガニックコットン 久之浜・大久 夏の風物詩

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

久
之
浜
・
大
久

私たちのふるさとへの願い

８月11日に行
われた第４回
浜の夏祭りの
開会式で挨拶
する坪井さん

歓声があがったつかみどり大会作業には留学生を含む40名が参加小学生も鉦を鳴らして新盆供養

久一小PTA会
長　木下佳久

さん 久之浜町　高木史織さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

県いわき海浜自然の家での交流初
日の記念撮影

坪
井
芳
夫
さ
ん

第
４
回
浜
の
夏
祭
り 

実
行
委
員
会
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YOTSUKURA

地域とともに生きる

四　倉

四
倉
海
岸
に

　
　フ
ラ
の
花
開
く

　

　8月11日、道の駅よつくら
港が震災後の平成24年にリ
ニューアルしてから5周年を
迎え、よさこいの演舞や海
鮮ピザ焼き体験教室などが
開かれました。

　8月6日、四倉仲町商店街
で「第26歩仲町ホコ天ブラ
ブラリー」が行われ、射的、
かき氷などの出店が並び、
四倉中の吹奏楽部による演
奏もありました。

　地区に50年以上続く笠踊りを受け継
いでいます。毎年7月中旬になると、11名
ほどのメンバーで諏訪神社に集まり、Ｏ
Ｂなどに教わりながら練習をします。お
盆に下仁井田地区を中心に新盆の家を
回るほか、結婚式などのお祝い事や地
域の行事に呼ばれることもあります。
　笠踊りには花笠と唐傘の2種類があり、
和讃という静かな踊りもあるんですが、
どちらかというと賑やかな踊りのほうが
多く、メンバーが息を合わせて、気持ち
を込めて踊ることを心がけています。

　
華
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
高
校
生
た
ち
は
、時
折

小
雨
が
降
る
中
で
も
満
面
の

笑
顔
で
、復
興
を
願
い
な
が
ら

各
校
ご
と
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
踊
り

ま
し
た
。ま
た
、
18
校
の
踊
り

手
が
全
員
で「
月
の
夜
は
」を

披
露
し
て
、会
場
に
詰
め
か
け

た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
12
日
、四
倉
海
水
浴
場

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で「
震
災
復

興
応
援
全
国
高
校
生
フ
ラ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。前
日
に
い
わ
き
ア
リ
オ

ス
で
開
か
れ
た「
第
７
回
フ
ラ

ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
」に
出
場
し

た
25
校
の
う
ち
、初
め
て
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
好
間
高
な
ど

18
校
が
参
加
。

気持ちを込めて笠踊りを披露

　8月16日、四倉鎮魂・復興
花火大会が四倉海岸で開か
れ、式典やアトラクションの後、
スターマインなど約3,000発
の花火が打ち上げられ、夏の
夜空を彩りました。

わ　さん

鎮魂と復興を願う花火 5周年を迎えた道の駅 仲町ホコ天が大賑わい

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

四
倉

笠踊りの伝
統を受け継
ぐ青年会の
みなさん

会場に詰めかけた観客を魅了した花火 ピザ作りに挑戦した子どもたち 思い思いに踊り流す来場者

上仁井田子供じ
ゃんがらの6年

生

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

フラ甲子園で最優秀賞を受賞
した好間高の生徒たち

私たちのふるさとへの願い

酒
井
秀
和
さ
ん

下
仁
井
田
青
年
会

会
長

鬼越　河越紀子さん・真宙くん
ま ひ ろ



　
　
　
　

　
受け入れてくれた地域への感謝

地域とともに生きる 豊
間
中
学
校
新
校
舎

供
用
開
始

４

TAIRA平

　８月26・27日、豊間諏訪
神社境内で地域伝統の獅子
祭りが行われました。今年は、
とーちゃんの会の指導で地
区の小学生が太鼓を練習し、
祭りに参加しました。

　８月６日、東京都港区との
交 流 事 業 ( N P O 法 人
MOVE主催)が行われ、約
80名の参加者が沼ノ内地区
や薄磯地区を訪れ、地区の
方 と々交流しました。

　趣味のスケートボードは22歳の時から
始め、以来ずっと続けています。3年前、
薄磯地区多目的広場の建設が決まり、
多目的広場でのスケートボードの使用を
全面可能にしていただきました。
　薄磯ふれあいスケートボード大会を実
施するにあたり、今年２月から区役員や
薄磯復興協議会メンバーと一緒に準備
を重ねた結果、当日は多くの来場者で盛
り上がりました。
　今後も地元に定着するイベントを計画
し、未来の子どもたちがスケートボード
に親しめるきっかけと土壌づくりを整え
ていきたいと考えています。

　
豊
間
小
学
校
西
側
に
建
設

を
進
め
て
い
た
豊
間
中
学
校
新

校
舎
が
完
成
し
、８
月
25
日
の

２
学
期
始
業
式
か
ら
供
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
業
式
は
体
育
館
が
建
設

中
の
た
め
、屋
上
を
使
用
し
行

わ
れ
、全
校
生
徒
55
名
が
参
加

し
ま
し
た
。「
慣
れ
親
し
ん
だ

小
学
校
校
舎
を
離
れ
る
の
は
寂

し
い
で
す
が
、新
校
舎
で
の
学

校
生
活
も
楽
し
み
」と
生
徒
の一

人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、学
童
施
設「
豊
間
し

お
か
ぜ
児
童
ク
ラ
ブ
」は
、８
月

28
日
か
ら
新
校
舎
１
階
で
供
用

開
始
し
て
い
ま
す
。

　沼ノ内地区に約450年続
く地域伝統の子ども獅子舞。
今年、獅子となった子どもた
ちは夏休み返上で練習に励
み、８月19日に町内で見事
な舞いを披露しました。

地域伝統をつなぐ 地域の子どもたちの夏 ふくしまみなと未来塾

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

平

堂々と太鼓を披露する子どもたち 薄磯との町境で舞った獅子舞 いわきの海の魅力を満喫

豊間　大峯さん
一家 豊間　遠藤さん一家

遠
山
駿
介
さ
ん

IW
AKI LOCAL SKATERS

代
表

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て新校舎屋上で始業式を迎えた生徒たち

私たちのふるさとへの願い

８月19日に行われた
イベントで子どもた
ちに指導する遠山さ
ん（右）
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ONAHAMA

地域とともに生きる

小名浜

　

　8月26・27日、江名獅子祭
が行われ、今年は6名の子ど
もたちが舞い手となり、江名
や折戸地区内で獅子舞を披
露。勇ましい姿にたくさんの
拍手が送られました。

　8月15日、江名在住者と県
内外に就職した人たちが集
い、野球大会が行われました。
参加者の一人は「年に一度
しか会えない人との再会い
が楽しみ」と話していました。

　8月14日、江名港で新盆供
養盆踊り大会が開催。御詠
歌の奉納や江名子供会によ
る、よさこいソーラン踊りな
どが披露された後、多くの住
民が櫓を囲んで踊りました。

　震災で心に傷を負った地域住民に少
しでも希望を見出して欲しいという思い
で当会を結成しました。約250年の歴史
がある江名の郷土芸能「三匹獅子舞」は、
他地区の舞い手によって行われてきまし
たが、地元住民の手で行おうと、江名小
の児童から舞い手を募集。練習を重ね
た結果、地元の子どもたちによって、獅
子舞を奉納することができるようになり
ました。
　今後も伝統行事を通して子どもたちに
郷土愛を育み、江名の伝統を受け継い
でいってくれることを願っています。

　
８
月
８
日
、江
名
・
永
崎
女

性
の
会
の
方
々
が
育
て
た
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
日
々
草
な

ど
、ポ
ッ
ト
約
４
０
０
個
分
の

花
が
東
京
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
道
で
咲
か
せ
よ
う
東
北
の

花
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一

環
と
し
て
、今
年
４
月
に
花
の

種
が
贈
呈
さ
れ
、会
員
の
方
々

が
育
て
た
花
は
、都
庁
前
の
花

壇
に
定
植
さ
れ
て
い
ま
す
。

やぐら

受け継がれる伝統芸能 江名地区軟式野球大会開催 賑わう盆踊り大会！

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

小
名
浜

３月から週２回行
われている練習。
練習の合間に、子
どもたちの指導を
する江名さん（右）

根渡神社の下で「扇取り」を披露
ね わたり おうぎ 老いも若きも全力プレー 御囃子に合わせて踊る参加者

江名獅子舞手 戸澤
・田名部・鏑木さ

んかぶらぎ

江名獅子舞手 金成・吉田・田名部さん

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

真
心
込
め
て
育
て
た
花
々

伝統行事を通して郷土愛を育む

私たちのふるさとへの願い

「ちゃんと育って良かった」と話す江名
女性の会のみなさん

「可愛い子どもを送り出す思いです」
と話す永崎女性の会のみなさん

江
名
守
康
さ
ん

江
名
諏
訪
神
社

文
化
伝
統
保
存
会
事
務
局



　
「店づくり」から広がる「町づくり」

NAKOSO

地域とともに生きる

勿　来

6

　
　
　
　
　

　現在、勿来駅前で飲食店を営んでい
ます。市内南部の個人商店をＰＲし、町
の活性化に繫げるため、平成22年にこ
の委員会を発足しましたが、翌年に震災
が起き、約2ヵ月間、店の前で炊き出し
を行っていました。また、「植田七夕まつ
り」も、震災の年にも町を明るくしようと
開催を続け、今年はこれまでにない規模
で実施することができました。
　地元のお店が元気になれば、町も元
気になる。これからも、支えてくれる仲間
と力を合わせ、地域の「点」を「円」にし
ていければと思っています。

　
平
成
27
年
10
月
末
か
ら
避

難
路
と
し
て
も
整
備
が
行
わ
れ

て
い
た
、
小
浜
町
の
市
道
渚
・

西
ノ
作
線
の
工
事
が
、
７
月
31

日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
３
日
、平
成
29
年
度
小

浜
・
岩
間
地
区
復
興
対
策
協

議
会
第
２
回
役
員
会
が
勿
来

支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
ま
で
３
ヵ
月
に

１
度
発
行
し
て
い
た
「
小
浜
・

岩
間
通
信（
地
域
情
報
誌
）」に

つ
い
て
、今
年
度
も
引
き
続
き
、

10
月
（
第
７
号
）
か
ら
の
発
行

が
決
定
し
ま
し
た
。

　8月19・20日、平成29年度
「いわき防災サマーキャン
プin勿来」が、勿来公民館
で行われました。子どもたち
はゲーム形式で、災害時の
対応や知識を学びました。

　山田町の水田で田植え作
業が行われた「田んぼアー
ト」が、8月に見頃を迎えまし
た。主催のNPO法人ミッショ
ン渡辺香理事長は「来年も
実施したい」と話しています。

　7月30日、第22回四時ダ
ムまつりが開催されました。
模擬店やフリーマーケットの
ほか、ダンスや太鼓・バンド演
奏も披露され、大勢の家族
連れで賑わいました。

あ
ず
ま
や

ふ
る
さ
と
の

未
来
へ
向
け
て

8月1日から通行可能となった市道渚・西ノ
作線。幅員の拡張と台橋の架け替えを実施

キャンプで学ぶ防災知識 雄大な夏の景色を満喫

火おこしから行った、空き缶炊飯 人気を集めたダム湖の巡視体験

小
浜・岩
間
通
信

今
年
度
も
発
行
を
決
定

小
浜
町
市
道
渚・西
ノ
作
線

整
備
が
完
了

蜂
須
賀
勇
一
さ
ん

H
．P
．T
実
行
委
員
会

代
表

水田に浮かぶ巨大アート

色の異なる稲で描かれた白鳥

ピ

ク
ッ

ッ
ア

プ

勿
来

なこそ復興プロ
ジェクト タヒさ

ん 錦町前原　鈴木理玖くん

私たちのふるさとへの願い

今年7月9日に行われ
た植田七夕まつりで、
カレーライスを仕込
む蜂須賀さん

り　 く



７

夏の夜空を彩る創作花火

ふるさと
　　ダイアリ

ー

海嶽寺盆踊り

久之浜・
大久

さぎちょう

小名浜

四　倉

平

久之浜こども園
夏祭り

大漁旗で飾った櫓を囲み盆踊り 幻想的な姿を見せた小浜海岸

　8月15日、昨年32年ぶりに復活した「左義長」
が、今年も小浜海岸で行われました。あいにくの
小雨が降るなか、夕方には地域住民が演奏するお
囃子に合わせて盆踊りを実施。その後、麦わらを
巻き、砂浜に立ち並べた15本の孟宗竹に次々 と火
が点けられ、燃え盛る炎に歓声が上がりました。

　８月４日、いわきおどり小名浜大会が開催。参
加者2,021名が「ドンワッセ」の掛け声とともに踊
り始め、会場は大勢の見物客で賑わいました。ま
た、８月５日には、アクアマリンパークで第64回い
わき花火大会が開催され、今年は１万２千発の花
火が小名浜の夜を彩り、来場者を魅了しました。

　８月４日、豊間小と西会津小5年生の夏季交流
会が県いわき海浜自然の家で行われました。震災
後も途切れることなく、今回で25回目を迎えました。
今年は四倉海岸での砂遊びを楽しみ、夜はキャン
プファイヤーなどを通して、友情を育みました。

勿　来

優勝した小名浜登柳会のみなさん

祭りを盛り上げたフラダンス

たくさんの西瓜が並ぶ参道

平中山青年会によるじゃんがら

　8月14日、海嶽寺の境
内で盆踊り大会が開か
れ、来場者は模擬店で買
い物を楽しみ、盆踊りと
四倉音頭を踊りました。

　8月26日、四倉諏訪神
社で西瓜祭りが行われ、
参道には山形県尾花沢
産の西瓜を販売する出
店が並び、来場者が買い
求めていました。

　8月19日の上仁井田
諏訪神社の夏祭りでは、
境内に模擬店が並び、特
設ステージでフラダンス
の発表やカラオケ大会も
行われました。

櫓を囲んで踊る来場者
上仁井田諏訪神社夏祭り

　8月26日、特別養護老
人ホーム楽寿荘で夏祭
りが行われ、じゃんがら念
仏踊り、よさこい、民謡会
などが祭りを盛り上げま
した。

楽寿荘で夏祭り

四倉諏訪神社西瓜祭り

自分の指紋に興味津々の児童

8月2日、久之浜一小
体育館で夏休みこども
教室が開かれました。お
巡りさんによるワンポイ
ント教室では手形や指
紋の検出実験をしました。

園庭の模擬店でのお買い物
夏休みこども教室

賑わう小名浜
の夜

西会津小学校と
の交流会

小浜町の伝統行
事「左義長」

友情の火を灯した児童たち両校協力し合って作った砂像

　7月29日、久之浜こど
も園で夏祭りが行われま
した。園舎内でお面作り
やゲーム、園庭では盆踊
りなどが行われ夏の一
日を楽しみました。

とうりゅうかい

は や し

も う そ う だ け

か い が く じ



マークのある記事にスマホやタブレットを
かざすと動画が見られます!（見方はP8）ふるさとだよりの記事が動画で!!

表紙から
Message

各地区トピックス

92 0 17
September
No.76

平成29年9月20日発行（毎月1回20日発行）

ふるさとたより
久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

動画の見方

①アプリを
ダウンロード

②アプリを立ち上げ、パンダマー
　クのある写真にスマホをかざす。
③自動的にスキャンが始まる。
④認識されたら、動画を再生。

※画像に光が反
射しないように
スキャンしてく
ださい !

No.
76
平成29年
9月20日
発行

８

ふ
る
さ
とた

よ
り

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災でい
わき市内、特に沿岸地域は甚大な被害を受けました。
私たちは津波被災地域のコミュニティ再生や、地域
のみなさんの復興へ向けた取り組みなどを紹介す
るために、平成23年7月から毎月1回、久之浜・大久、
四倉、平、小名浜、勿来の各地区で「ふるさとだより」
を発行することになりました。
　このコーナーでは、「ふるさとだより」の各地区の
担当記者が、創刊から今までの6年間を振り返りま
す。次号では四倉地区担当記者が思いを語ります。

平成29年度いわき市総合防災訓練
実施のお知らせ

海あるき町あるき
江名の町再発見
日時／10月15日(日)
　　　9:00～
場所／江名港内

　昨年11月22日の津波警報は、早朝の発表となり、
市避難所班による避難所開設が避難者の到着後と
なった事例が発生しました。
　これを受け、早朝や夜間、休日の災害の場合、初
動時における地区住民を中心とした避難所開設・運
営の必要性が再認識されたことから、「地区住民を
中心とした、実践的な地域防災力の充実・強化」を
テーマに、市総合防災訓練を実施します。
◆開催日時
9月24日(日)　8:30～12:00
※三和・田人地区は9月30日(土)の同時刻に実施。
◆地区
平、小名浜、勿来、常磐、内郷、四倉、遠野、小川、好
間、三和、田人、川前、久之浜・大久（市内13地区）
※訓練の内容は地区によって異なります。
◆想定災害
9月24日（日）／午前8:30／震度5弱地震発生
・津波警報発表
・土砂災害警戒区域における土砂崩れ前兆現象発生
※前日の雨により地盤が
　緩んでいる状況を想定。

【問い合わせ】
市危機管理課　
☎0246－22－1242

少年・少女の消防署体験入隊が開催

お知らせ

空き家と住まいの
相談会
日時／10月15日(日)　
　　　13:00～16:00
場所／いわき・ら・ら・ミュウ
　　　2F研修室

住まいと暮らしの再建
相談会
日時／9月24日(日)　　
　①10:00 ②13:00
　③15:00 (各90分程度)
場所／中央台公民館
　　　大会議室(1)(2)
定員／9組(各時間3組)

　

ふるさとPICK UP

 ふるさと伝言板

救助袋を利用して高さ12ｍから
滑り降りる児童

平成23年度創刊号の表紙 第8号久之浜・大久地区版表紙写真

第7号四倉地区版表紙写真

昨年11月5日に行われた、草野
小体育館での市総合防災訓練

署員の指導を受けながらポンプ
車の放水を体験

◆お申し込みは開催日の3日
　前まで。
【問い合わせ】市ふるさと再生課
　☎0246-22-7437

◆参加費無料。
◆申し込みは下記まで。
　当日受付も可。
【予約・問い合わせ】市住まい政策課
　☎0246-22-1178

　8月4日、今年で25回目となる「平成29年度い
わき市少年・少女の消防署体験入隊」が、市消防
本部と平市民運動場で行われました。市消防本部
の主催で、今年は市内の小学6年生の男女40名が
参加しました。
　参加した児童は4つの班に分かれて、「体験入隊
チャレンジクイズ」や、新聞紙を利用したスリッパ
作りに挑戦した後、「救助袋体験」「消防車による
放水体験」「水消火器による消火訓練」などの体
験コーナーを回りました。
　参加者は署員の説明を聞きながら、消防の仕事
や防災について理解を深めていました。

　8月15日、早朝から準備が進めら
れた小浜海岸での「左義長」。15本

の孟

宗竹に麦わらを巻き付け、住民など
が力を合わせて砂浜に立ち並べま

した。

また、8月1日からは、同時に行う盆
踊りに向けてお囃子の練習も実施。

昨年

復活した地域の伝統行事に、一丸と
なって取り組みました。（P7に関連

記事）

浜の夏祭り実行委員会浜の夏祭り実行委員会 四倉海岸でフラフェス四倉海岸でフラフェス 新盆供養盆踊り大会新盆供養盆踊り大会薄磯でスケボーフェス薄磯でスケボーフェス

勿来

平

小名浜

久之浜
大久

四倉

　浜に威勢良く響き渡る、男たちの声　浜に威勢良く響き渡る、男たちの声

さぎちょう

はやしそうだけ

もう

担当記者が振り返る
　　「ふるさとだより」のあゆみ
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